
古
代
の
地
方
官
衡
出
上
の
木
簡
で
側
面
に
穿
孔
が
施
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、

現
時
点
で
は
出
雲
国
庁
跡

（本
号
２３６
頁
。
及
び
、
平
石
充

「出
雲
国
庁
跡
出
土
木
簡

に
つ
い
て
」
『古
代
文
化
研
究
』
三
　
一
九
九
五
年
）、
修
ン賀
城
跡

（本
誌
第
六
号
）、

多
賀
城
市
山
王
遺
跡

（本
誌
第
一
八
号
）、
及
び
本
遺
跡
出
上
の
四
例
の
み
で
あ

ＺＯ
。②

は
、
上
端
は
キ
リ

・
オ
リ
の
痕
跡
が
あ
る
。
第

一
字
め
の
上
に
は
墨
痕
が

見
ら
れ
な
い
の
で
、
上
端
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
下
端
と
左

側
面
は
欠
損
し
て
お
り
、
第
二
字
め
か
ら
下
へ
も
文
字
が
続
く
。
板
目
。

①
は
、
上
端
、
下
端
、
左
側
面
は
欠
損
し
て
お
り
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
の

は
右
側
面
の
み
で
あ
る
。
上
端
に
は
文
字
が
続
く
。
柾
目
。

②
Ｏ
は
文
字
が
判
読
で
き
な
い
上
に
、
伍
含
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
た
め
、

そ
の
性
格
を
つ
か
み
に
く
い
。
た
だ
、
本
木
簡
出
土
地
点
付
近
の
同
じ
層
か
ら

の
出
土
遺
物
に
は
、
曲
物
底
部
、
木
簡
状
木
製
品
の
他
、
白
磁
椀

（大
学
府
分

類
の
Ⅳ
類
）、
淳
熙
元
宝

（
一
一
七
四
―
九
〇
）、
土
師
質
土
器
の
脚
付
皿
な
ど
が

あ
る
。
本
木
簡
の
年
代
も

一
二
世
紀
末
か
ら

一
三
世
紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

（久
保
田
一
郎
）

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『埋
文
写
真
研
究
』
第
九
号

文
化
財
写
真
の
研
究
、
技
術
、
情
報
な
ど
写
真
を
撮
る
人
だ
け
で
な
く
、
写
真

を
使
っ
て
報
告
書
を
作
る
人
、
こ
れ
を
読
ん
で
情
報
を
得
る
人
ま
で
、
文
化
財
調

査
に
関
わ
る
人
達
に
必
携
の
雑
誌
。
年
刊
で
現
在
九
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

（三
号
ま
で
は
品
切
れ
）
。

Ｂ
５
版
、　
一
三
ハ
頁
、
カ
ラ
ー
図
版
多
数
、　
一
九
九
八
年
七
月
刊

定
価
三
、
○
○
○
円

送
料
四
冊
ま
で
五
〇
〇
円
、
五
―

一
〇
冊
ま
で

一
〇
〇
〇
円

一
一
冊
以
上
は
無
料

申
込
先
　
一Ｔ
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
十

一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
内

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
　
佃
　
幹
雄

宛

阻

〇
七
四
二
十
三

四
十
三
九
三

一

郵
便
振
替
　
一爪
都
〇

一
〇
五
〇
十
九
十
九
九
三
〇

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会


